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舞踊は言 うまでもなく身体活動による表現であ

り, 踊 り手に内在する意志, 意図を, 正確かつ印

象深 く表出す るために, 各種の身体支配能力を

高めていくことが重要な事である。

今回は, 舞踊における基本的技術の中か ら脚支持

の能力に焦点をおき, 高 く, かつ美 しい姿勢で脚

をあげたまま保持出来得る能力は身体のどの様な

要因とかかわりあいがあるのか。熟練者, 未熟練

者の2グ ループに分けた上で, 形態, 柔軟性, 筋

持久力, 筋力の4要 素10項 目と, 前方, 側方, 後

方の3方 向への脚上挙保持角度の分析か ら比較検

討 した。
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表1 熟練者 ・未熟練者の形態, 体力の平均値

図3 熟練度別にみた脚支持における
脚上挙角度とずれの角度
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表2 脚支持における脚上挙角度 とずれの角度

表3 未熟練者における測定項 目の相互関係
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結 果

1. 形態は, 熟練者の体重が未熟練者に比べ6kg

有意に軽くローレル指数 も有意に低かった。尚未

熟練者の形態は, 日本人の年齢別標準値に等しい

値であった。

2. 柔軟性は, 上体そらし・体前屈 ・股関節角度
・前後開脚の全項目とも熟練者が有意に柔 らかで

あった。

3. 筋力系統では, 背筋力.筋 持久力 ・側腹持久

力の3項 目とも熟練者が高い値を示 してはいたが

腹筋持久力のみ有意に高かった。

4 脚上挙角度は, 仰臥による前方上挙, そ して

立位による前方.側 方 ・後方への上挙とも熟練者

がすべて有意に高 く上挙 していた。そして, その

時の中心ラインか らの体のずれは, 特に未熟練者

が前方と側方にあげたとき生 じていた。

5. 脚上挙角度 と柔軟性, 筋力系の各項 目の相関

関係をそれぞれのグループでみると, 未熟練者が

前方へ上挙 したときは体前屈 ・股関節角度 ・前後

開脚 ・腹筋持久力に相関性がみ られ, 側方へは上

体そらしに相関性がみ られた。

熟練者においてはすべての項目とも相関性がみら

れなかった。

6. 熟練度の違いによる2グ ループ間の各測定項

目の差は, 前方上挙保持には上体そらし, 側方上

挙保持には上体そらし・股関節角度 ・腹筋持久力
・体前屈, 後方上挙保持には上体そらし・股関節

角度 ・腹筋持久力の項目らが有意に関係 している

ものは熟練者に多かった。

7. 5・6か ら推察すると脚上挙保持には, 前方

の場合, 上体そらし・体前屈 ・股関節角度 ・前後

開脚 ・腹筋持久力の5要 素, 側方の場合, 上体そ

らし・体前屈 ・股関節角度 ・腹筋持久力の4要 素, 

後方の場合, 上体そらし ・股関節角度 ・腹筋持久

力の3要 素が関与 しているものと思われ, こうい

った項目の強化を計ることによって現在のもつ能

力が更に向上する要因であると考える。

表4 熟練者における測定項目の相互関係

表5 脚上挙角度と測定項目の相関関係
(未 熟練者の場合)

表6 脚上挙角度と測定項目の相関関係
(熟 練者の場合)

表7 熟練度の違いによる測定項目の差
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